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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　④ ─

　　作東町立図書館

　
県
北
東
部
の
緑
豊
か
な
美
し
い
町
、
作
東
町
。

そ
の
ほ
ぼ
中
心
に
作
東
町
立
図
書
館
が
誕
生
し
た

の
は
、
平
成
五
年
十
月
三
十
日
の
こ
と
で
す
。

　
愛
ら
し
い
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
た
ち
に
出
迎
え
ら
れ

て
坂
道
を
上
が
っ
て
行
く
と
、
お
と
ぎ
話
に
出
て

く
る
よ
う
な
住
宅
群
や
噴
水
、
庭
園
な
ど
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
間
が
広
が
り
ま
す
。
こ
こ
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
パ
ー
ク
作
東
」
の
中
心
に
位
置
す
る
「
作

東
町
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
は
、
美
術
館
や
物
産

館
も
併
設
し
た
複
合
施
設
で
、
そ
の
一
階
が
図
書

館
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
図
書
の
ほ
か
、
Ａ
Ｖ
（
音
響
・
映

像
）
コ
ー
ナ
ー
や
児
童
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
ビ
デ

オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
な
ど
を
視
聴
し
た
り
、
紙
芝

居
、
絵
本
な
ど
を
靴
を
ぬ
い
で
く
つ
ろ
い
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
映
画
の
上
映
会
や
お
は
な
し
会

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
夏
休
み

中
に
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
楽
し
み
な
が

ら
読
書
を
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
気
軽
に
図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
所
在
地
　
〒
七
〇
九
│
四
二
三
四

　
　
　
　
　
英
田
郡
作
東
町
江
見
九
四
五

　
電
　
話
　（
〇
八
六
八
七
）五
│
一
一
一
一

　
蔵
書
冊
数
　
約
二
万
七
千
冊

　
貸
出
冊
数
　
約
二
万
三
千
冊

　
（
町
民
一
人
当
た
り
約
二
、
九
冊
）
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予
約
サ
ー
ビ
ス
及
び
新
刊
マ
ー
ク
の
開

示
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
あ
わ

せ
て
、
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築
実

験
の
一
環
と
し
て
「
情
報
の
電
子
化
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
実
験
で
提
供
す
る
「
電
子
情

報
」
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
郷
土
資
料
を

も
と
に
し
た

①
　
岡
山
の
交
通
網
、
行
政
区
画
な
ど

の
変
遷
を
地
図
で
示
す
「
地
図
で
見

る
岡
山
の
移
り
変
わ
り
」

②
　
岡
山
に
縁
の
あ
る
人
物
に
関
す
る

情
報
「
岡
山
人
物
往
来
」

③
　
こ
れ
ま
で
紙
で
配
布
し
て
き
た

ニ
ュ
ー
ス
を
電
子
的
配
布

　
　
そ
の
外
、
図
書
館
部
門
の
利
用
情

報
等
を
載
せ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
こ
れ
ら
の
電
子
情
報
提
供
実
験
は
、

図
書
館
・
学
校
・
公
民
館
等
、
地
域
の

文
化
的
核
に
な
る
施
設
が
、
ロ
ー
カ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
に
積
極
的

に
動
き
出
す
た
め
の
一
つ
の
形
を
提
案

す
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
い
う
考
え
の

も
と
に
出
発
し
て
い
る
。

　
図
書
館
は
、
地
域
の
文
化
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
核
に
な
る
「
資
材
」
を
す
で

に
持
っ
て
い
る
貴
重
な
「
存
在
」
で
あ

る
と
い
う
認
識
に
立
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
こ
う
考
え
る
と
、
情
報
開
示
に
関
わ

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
や
、
個
人

情
報
に
関
す
る
保
護
条
例
の
見
直
し
等

も
含
め
て
、
制
度
的
・
経
済
的
問
題
は

あ
っ
て
も
、
今
こ
そ
、
考
え
、
行
動
を

起
こ
す
『
時
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
県
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
の
中
に
は

独
自
で
図
書
館
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上

げ
る
計
画
を
進
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
今
ま
さ
に
「
図
書
館
の
電
子

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
元
年
」
と
い
う
感
が

強
い
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
、
「
単
独
図
書
館

と
利
用
者
」
と
い
う
関
係
か
ら
、
「
図

書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
利
用
者
」
と
い

う
関
係
へ
の
転
換
を
図
る
必
要
性
を
感

じ
る
人
は
多
い
と
思
う
が
、
ま
さ
に
、

私
た
ち
も
そ
う
考
え
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に

よ
り
、
出
版
社
・
雑
誌
社
・
新
聞
社
等

各
種
の
メ
デ
ィ
ア
が
そ
ろ
っ
て
電
子
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
企
業
的
戦
略
を

展
開
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
消
費
者
（
情

報
受
益
者
）
で
あ
る
我
々
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
、
情
報
の
「
宝
の

山
」
が
あ
る
が
如
き
錯
覚
に
陥
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
は
じ
め
て
い

る
。

　
情
報
は
、
目
的
に
そ
っ
て
収
集
整
理

さ
れ
て
は
じ
め
て
役
に
立
つ
も
の
で
あ

り
、
溢
れ
る
ご
と
き
情
報
の
氾
濫
は
、

往
々
に
し
て
、
そ
の
中
に
踏
み
込
ん
だ

者
に
空
し
い
徒
労
感
と
失
望
を
与
え
る
。

　
ま
し
て
中
・
高
校
生
の
「
調
べ
学

習
」
の
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
は
考

え
に
く
い
。
小
学
生
に
お
い
て
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
「
環
境
」
を
与

え
れ
ば
そ
の
中
か
ら
「
活
用
法
」
を
自

ず
と
見
出
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
に

も
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
あ

ま
り
に
迂
遠
な
る
方
法
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
岡
山
県
に
お
い
て
は
、
「
情
報
ハ
イ

ウ
ェ
イ
」
の
基
幹
回
線
整
備
が
進
み
、

い
よ
い
よ
そ
の
「
活
用
」
を
具
体
的
に

考
え
る
時
を
迎
え
た
。
今
ま
さ
に
、
誰

が
（
ど
こ
が
）
こ
の
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
の
有
効
活
用
に
「
責
任
」
を
負
う

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
の
中
で
、
図
書
館

の
「
機
能
」
を
考
え
て
み
る
と
、
従
来

図
書
館
は
、
た
く
さ
ん
の
「
出
版
物
」

と
い
う
情
報
源
の
中
か
ら
「
有
益
」
と

考
え
ら
れ
る
も
の
を
抽
出
収
集
し
、
利

用
し
易
い
よ
う
に
分
類
整
理
し
て
配
架

し
、
利
用
者
の
「
有
効
活
用
」
の
便
を

図
り
な
が
ら
、
情
報
提
供
に
努
め
て
き

た
。

　
ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
発
揮

し
、
利
用
者
に
情
報
活
用
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
も
提
供
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
図
書
館
が
利
用
者
に

対
し
て
図
書
館
資
料
と
し
て
の
文
字
情

報
を
責
任
を
も
っ
て
提
供
し
て
き
た
経

緯
か
ら
考
え
る
と
、
今
日
の
状
況
の
下

で
「
電
子
情
報
」
を
も
同
様
に
考
え
、

収
集
・
分
類
・
整
理
し
利
用
者
の
活
用

の
便
を
図
る
こ
と
は
至
極
当
然
の
流

れ
、
時
代
的
要
求
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
『
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
』
を
平
成
八
年
三
月
よ
り
稼
働

し
、
県
内
市
町
村
立
図
書
館
十
六
館
に

対
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
検
索
・

　
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
図
書
館
の
役
割
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じ
ゃ
く

ご
ん

　
寂
　
厳

　
寂
厳
は
江
戸
時
代
中
期
の
こ
ろ
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
、
仏
教
の
正
し
い
あ
り
方
を
追

し
っ
た
ん

及
し
た
悉
曇
学
の
学
者
で
あ
る
。

ぼ
ん

ご

　
悉
曇
と
は
梵
語
（
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
）
の
こ
と
。
釈
迦
の
教
え
は
弟

子
た
ち
に
よ
っ
て
梵
語
の
経
典
に
ま
と
め
ら

れ
各
地
へ
伝
え
ら
れ
た
が
、
わ
が
国
に
入
っ

た
の
は
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
漢
字
に
よ
る
経

典
で
、
漢
訳
で
き
な
い
語
は
梵
語
の
ま
ま
取

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
寂
厳
は
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、

備
中
足
守
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
九

歳
の
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
吉
備
津
宮

ふ
げ
ん
い
ん

（
現
吉
備
津
神
社
）
の
社
僧
普
賢
院
（
真
言

ち
ょ
う
ぜ
ん

宗
）
の
超
染
に
弟
子
入
り
し
、
十
一
歳
の
時

ほ
う
に

正
式
に
出
家
し
て
、
は
じ
め
法
　
の
ち
寂
厳

と
名
乗
っ
た
。

　
寂
厳
の
悉
曇
と
の
出
会
い
は
、
寂
厳
が
真

言
宗
の
僧
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
真
言
宗
で
即
身
成
仏
の
た
め
唱
え
る

「
真
言
」
は
梵
語
の
呪
文
で
、
梵
字
で
記
さ

じ
ょ
う
ご
ん

れ
て
い
る
。
ま
た
、
超
染
の
師
浄
厳
が
平
安 $0

平
成
十
年
度
第
一
回

　
「
世
界
お
話
の
旅
」

中
国
編
　
開
催

　
当
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
子
供

た
ち
に
外
国
の
絵
本
や
文
化
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
今
年
も
「
世
界
お
話
の

旅
」
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
第
一
回

目
は
、
三
千
年
の
歴
史
と
五
十
余
り
の

民
族
を
も
つ
広
大
な
国
│
中
国
│
を
と

り
あ
げ
ま
す
。
講
師
に
日
中
の
国
際
交

流
の
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
キ
ク
・

ギ
ョ
ッ
カ
さ
ん
を
迎
え
、
民
話
の
読
み

聞
か
せ
を
中
心
に
中
国
の
言
葉
や
文
化

に
も
触
れ
ま
す
。
歌
や
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
講
師
と
の
交
流
も
図
り
ま

す
。
今
回
と
り
あ
げ
る
の
は
、
勇
敢
な

少
年
シ
ャ
オ
ア
ル
と
仲
間
達
の
お
話

「
宝
船
」
や
、
日
本
で
も
有
名
な
七
夕

の
お
話
「
ニ
ュ
ー
ラ
ン
と
チ
ー
ニ
ュ

イ
」
な
ど
、
原
語
を
交
え
な
が
ら
参
加

者
に
語
り
か
け
て
い
き
ま
す
。
詳
細
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
　

日
時
　

平
成
十
年
七
月
二
十
五
日
g

　
　
　
　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

二
　

会
場
　

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
第
一
会
議
室
（
三
階
）

三
　

講
師
　

キ
ク
・
ギ
ョ
ッ
カ
氏

四
　

対
象
　

お
も
に
小
学
生
と
保
護
者
。

　
　
　
　
一
般
の
方
の
参
加
も
歓
迎
。

　
入
場
無
料
で
、
申
し
込
み
手
続
き
不

要
。
お
問
い
合
わ
せ
は
国
際
資
料
係
ま

で
。

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

おしらせ�

時
代
以
来
絶
え
て
い
た
悉
曇
の
研
究
を
再
興

さ
せ
た
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
寂
厳
を
悉

曇
の
研
究
に
向
か
わ
せ
る
要
因
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
寂
厳
は
十
九
歳
の
時
、
窪
屋
郡
沖
村
（
現

倉
敷
市
沖
）
の
円
福
寺
の
住
職
に
な
っ
た
。

二
十
六
歳
の
時
に
は
こ
こ
円
福
寺
で
初
め
て

悉
曇
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
。
三
十
四
歳

の
時
、
地
方
に
お
け
る
学
問
の
限
界
を
感
じ

た
寂
厳
は
畿
内
地
方
へ
遊
学
。
三
十
五
歳
の

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
当
時
悉
曇
の
学
僧

　
ど
ん
じ
ゃ
く

と
し
て
名
高
い
京
都
五
智
山
蓮
華
寺
の
曇
寂

に
入
門
し
て
本
格
的
に
悉
曇
を
学
び
、
五
年

に
わ
た
る
曇
寂
の
も
と
で
の
勉
学
の
後
、
寛

こ

さ
つ

保
元
年
（
一
七
四
一
）
備
中
連
島
の
古
刹
宝

島
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
宝
島
寺
は
連
島
町

矢
柄
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
院
（
山
号

や
あ
が
り
さ
ん

矢
上
山
）
で
、
寺
伝
に
よ
る
と
、
貞
観
元
年

（
八
五
九
）
理
源
大
師
聖
宝
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
と
い
う
。
中
世
の
こ
ろ
に
は
広
大
な
寺

た
っ
ち
ゅ
う

域
を
持
ち
、
多
数
の
塔
頭
を
有
し
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
天
正
の
こ
ろ
（
十
六
世
紀
後

期
）
、
戦
火
で
全
山
を
焼
失
し
、
江
戸
時
代

に
は
寺
領
十
五
石
、
阿
弥
陀
院
・
真
如
院
・

慈
眼
院
の
三
院
お
よ
び
末
寺
十
寺
に
縮
小
さ

れ
て
い
た
。

　
寂
厳
は
宝
島
寺
の
復
興
に
努
め
、
宝
島
寺

中
興
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
宝
島
寺

住
職
時
代
に
梵
語
に
つ
い
て
多
く
の
著
作
を

著
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
百
種
に
お

よ
ぶ
と
い
わ
れ
る
。

お
ん
い
ん

　
そ
の
著
作
は
梵
語
の
文
法
や
音
韻
が
中
心

じ
ょ

じ
ご
う
え

あ

み

だ
き
ょ
う

で
、
『
梵
漢
助
字
合
会
』
『
梵
漢
阿
弥
陀
経

け
い
こ

ろ
く

大
観
』
『
大
悉
曇
章
稽
古
録
』
『
悉
曇
字
記

大
観
』
『
梵
本
弥
陀
経
私
記
』
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
地
元
を
は
じ
め

堺
・
京
都
・
高
松
・
和
歌
山
な
ど
へ
も
出
向

い
て
精
力
的
に
悉
曇
の
講
義
を
行
っ
た
。
詩

文
に
も
優
れ
、
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い

る
。

　
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
寂
厳
は
宝
島
寺

ぶ
ん
し
ょ
う

を
高
弟
の
文
敞
に
譲
り
、
倉
敷
村
の
玉
泉
寺

へ
隠
退
、
学
問
に
専
念
し
、
四
年
後
の
明
和

じ
じ
ゃ
く

八
年
（
一
七
七
一
）
こ
こ
玉
泉
寺
で
示
寂
し

た
。
享
年
七
十
歳
。

　
寂
厳
は
悉
曇
の
学
僧
で
あ
っ
た
が
、
ま
た

み
ょ
う
げ
つ

じ
う
ん

良
寛
、
明
月
、
慈
雲
と
と
も
に
近
世
の
「
四

大
書
僧
」
と
呼
ば
れ
、
書
の
名
手
と
し
て
知

ら
れ
た
。
今
も
寂
厳
の
書
の
愛
好
者
は
多

い
。

　
当
館
で
閲
覧
で
き
る
関
係
図
書
も
そ
の
書

を
集
め
た
図
録
類
が
多
い
。
『
寂
厳
遺
墨

集
』
二
種
、
『
寂
厳
書
譜
』
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
ま
た
寂
厳
の
生
涯
を
紹
介
し
た
著
作

で
は
、
渡
辺
知
水
の
『
僧
寂
厳
』
が
も
っ
と

も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
、
出
生
か
ら
普
賢

院
、
円
福
寺
、
宝
島
寺
、
玉
泉
寺
時
代
と
、

時
代
を
追
っ
て
寂
厳
を
紹
介
し
、
仏
徒
寂

厳
、
書
家
寂
厳
の
ほ
か
、
著
作
・
師
弟
交

友
・
詩
文
な
ど
寂
厳
の
全
貌
に
触
れ
て
い

る
。

　
ま
た
『
倉
敷
市
史
』
第
九
巻
第
九
十
三
章

に
も
寂
厳
関
係
の
資
料
が
多
数
収
録
さ
れ
て

必
見
の
資
料
と
い
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
宝
島
寺
内
「
寂
厳
顕
彰
会
」

が
刊
行
し
た
『
寂
厳
和
上
著
作
集
』
第
一

集
、
第
二
集
、
「
宝
島
寺
古
文
書
研
究
会
」

発
行
の
『
寂
厳
和
上
資
料
集
』
第
一
集
が
あ

る
。

寂厳画像（部分）
宝島寺蔵
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(4

の
参
考
図
書�

当
館�

う
　
ち�

外
国
語
資
料
紹
介

◇ T
he  N

ational  T
rust  G

uide
    ( ed by L

ydia G
reeves / T

he
N

ational T
rust / 1996 )

　
貴
重
な
自
然
や
史
跡
な
ど
を
管
理
保

存
し
て
い
こ
う
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
の
運
動
は
、
日
本
も
含
め
世
界

中
に
広
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
書
は
、
そ

の
本
家
イ
ギ
リ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
（
資
産
）
を
写
真

と
と
も
に
解
説
し
て
い
る
。

　
美
し
い
白
亜
の
断
崖
、
太
古
の
遺

跡
、
湖
水
地
方
の
詩
人
の
家
、
近
代
産

業
が
う
み
だ
し
た
鉄
の
橋
な
ど
…
。

　
雄
大
な
自
然
の
営
み
と
人
類
の
文
化

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇ M
asks  ( ed by T

he M
etropolitan

M
useum

 of A
rt / D

K
 Publishing /

1997 )

　
こ
の
書
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
所
蔵
の
世
界
の
代
表
的
な
仮
面
や
兜

（
か
ぶ
と
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
黄
金
の
仮
面
、
ア
フ

リ
カ
の
部
族
の
仮
面
、
日
本
の
天
狗
の

お
面
な
ど
が
迫
力
あ
る
大
型
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
登
場
す
る
。

◇ T
he  B

est  C
hildren's  B

ooks  in
the  W

orld  ( ed by B
yron Preiss / A

B
yron Preiss B

ook / 1997 )

　
こ
の
書
は
、
世
界
各
国
で
現
在
高
い

評
価
を
得
て
い
る
絵
本
作
家
の
作
品
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
々
の
絵
本
を

ペ
ー
ジ
ご
と
に
再
現
し
、
原
文
と
そ
の

英
訳
を
付
し
て
い
る
。

　
親
の
言
い
な
り
は
大
嫌
い
！
そ
ん
な

子
供
た
ち
に
贈
る
「B

ad
 A

d
vice

」

（
ロ
シ
ア
）
。
『
長
靴
を
は
い
た
猫
』

に
は
実
は
チ
ャ
ー
リ
ー
と
い
う
弟
が
い

た
。
彼
は
幼
い
頃
に
冒
険
の
旅
に
で

た
。
知
恵
と
勇
気
を
発
揮
し
て
や
が
て

は
幸
福
を
つ
か
ま
え
る
「T

he C
at on

Pirates Island

」
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
。

村
人
た
ち
の
間
に
「
傘
」
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
も
の
が
広
ま
っ
た
。
バ
ナ
ナ
の

葉
っ
ぱ
は
も
う
い
ら
な
い
。
そ
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
か
わ
い
い
森
の

動
物
だ
っ
た
「T

he U
m

brella T
hief

」

（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
。
こ
の
ほ
か
に
十
三

の
心
温
ま
る
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

◆
日
本
語
│
手
話
辞
典
（
日
本
手
話
研

究
所
編
　
（
財
）
全
日
本
聾
唖
連
盟
出

版
局
　
一
九
九
七
）

　
手
話
に
関
す
る
図
書
は
多
数
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
見
出
し
語
総
数
八
千
三

百
二
十
語
の
本
書
は
、
そ
れ
ら
の
中
で

も
最
大
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
に
対
応
す

る
手
話
を
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
イ

ラ
ス
ト
付
き
で
説
明
し
て
い
る
。
ま
た

「
あ
げ
る
」
な
ど
の
多
義
語
に
つ
い
て

は
多
数
の
例
文
を
掲
載
し
て
、
実
際
の

表
現
に
役
立
つ
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　
巻
末
に
二
種
類
の
索
引
あ
り
。

◆
世
界
の
味
探
究
事
典
（
岡
田
哲
編
　

東
京
堂
出
版
　
一
九
九
七
）

　
現
在
私
た
ち
は
、
日
本
国
内
に
い
な

が
ら
に
し
て
世
界
各
国
の
料
理
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。
中
華
料
理
・
イ
タ

リ
ア
料
理
を
は
じ
め
各
国
の
料
理
に
は

そ
の
国
の
生
活
や
文
化
を
反
映
し
た
実

に
様
々
な
食
材
及
び
調
理
法
が
あ
る
。

　
本
書
は
、
そ
う
し
た
世
界
の
食
べ
物

の
関
連
事
項
か
ら
食
材
・
料
理
法
・
料

理
・
加
工
品
な
ど
約
千
三
百
種
類
を
取

り
上
げ
、
世
界
の
味
に
つ
い
て
簡
潔
な

知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
解
説
し
た
も

の
で
あ
る
。
項
目
の
解
説
の
中
に
ふ
い

に
あ
ら
わ
れ
る
著
者
の
コ
メ
ン
ト
が
、

こ
の
一
冊
を
読
ん
で
楽
し
い
事
典
に
し

て
い
る
。

◆
日
本
の
う
た
第
一
集
・
第
二
集
（
野

ば
ら
社
編
集
部
編
　
野
ば
ら
社
　
一
九

九
八
）

　
本
書
は
、
第
一
集
が
明
治
・
大
正
年

間
、
第
二
集
が
昭
和
初
〜
二
十
年
ま
で

の
間
に
作
曲
さ
れ
流
行
し
た
歌
を
、
二

冊
合
わ
せ
て
五
百
曲
程
度
、
楽
譜
と
と

も
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
所
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が
作
ら
れ
た

背
景
な
ど
も
書
き
添
え
ら
れ
て
お
り
、

歌
そ
の
も
の
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く

そ
の
歌
が
流
行
し
て
い
た
当
時
の
社
会

情
勢
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
る
一

冊
と
な
っ
て
い
る
。
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二
年
前
の
春
、
幼
な
子
達
と
三
十
年

間
生
活
を
共
に
し
た
保
育
園
か
ら
公
民

館
へ
と
勤
務
が
か
わ
っ
た
。
そ
し
て
三

年
目
の
今
春
、
四
月
二
十
五
日
に
落
成

式
を
終
え
た
ば
か
り
の
、
文
化
ゾ
ー

ン
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
勝
北
（
文
化
セ
ン

タ
ー
・
図
書
館
・
公
民
館
）
へ
引
っ
越

し
、
引
き
続
き
公
民
館
・
図
書
館
行
政

を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
真
新
し
い
施

設
・
広
い
敷
地
、
こ
の

様
な
環
境
で
仕
事
が
出

来
る
と
い
う
喜
び
よ
り

も
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

　
町
の
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
口
々

に
大
変
じ
ゃ
あ
な
ー
、
大
変
じ
ゃ
ろ
う
、

と
の
声
に
ま
す
ま
す
不
安
を
つ
の
ら
さ

ざ
る
を
得
な
い
心
境
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
保
育
園
勤
務
三
十
年
の
経
験
を
も
つ

私
も
保
育
園
以
外
の
職
場
は
全
く
初
め

て
の
勤
務
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
勤
務
場
所
は
ど
こ
で
あ
れ

三
十
年
の
年
数
を
経
た
私
は
町
の
人
達

か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
き
ち
ん
と
対

応
し
応
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

責
任
が
あ
る
。
と
に
か
く
や
る
し
か
な

い
。
緊
張
し
た
勤
務
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
図
書
館
（
図
書
館

は
公
民
館
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
）

に
一
組
の
親
子
が
や
っ
て
き
た
。
顔
を

見
る
な
り
「
園
長
先
生
、
な
ん
で
こ
こ

に
お
る
ん
、
保
育
園
に
き
て
│
。
」
と

子
ど
も
の
声
、
「
先
生
！
図
書
館
に
来

あ

る
と
先
生
に
逢
え
る
の
で
う
れ
し

い
。
」
と
お
母
さ
ん
の
声
、
か
け
ら
れ

た
一
言
で
喜
び
と
う
れ
し
さ
が
倍
増

し
、
少
し
ば
か
り
や
る
気
が
わ
い
て
き

た
。
そ
う
だ
、
子
ど
も
だ
！
子
ど
も
が

主
体
的
に
活
動
で
き
る
公
民
館
、
つ
ま

り
子
ど
も
が
主
役
に
な
れ
る
公
民
館
を

目
指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
け
な
い

だ
ろ
う
か
。
保
育
園
で
の
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
子
ど
も
達
と
共
に
歩
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

組
の
親
子
と
の
出
会
い
が
そ
ん
な
思
い

を
呼
び
起
こ
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
今
、
公
民
館
が
子
ど
も
達
の
学
校
外

教
育
施
設
の
役
割
を
果
た
す
拠
点
と
し

て
、
又
、
子
ど
も
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
は
青
少
年
問
題
が
公
民
館

運
営
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
公
民
館
の
存
在
意
義
が

問
い
た
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
二
年
前
の
公
民
館
行
政

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
た

ど
っ
た
道
を
思
い
返
す
と
、
子
ど
も
主

役
の
事
業
を
ど
れ
程
取
り
組
ん
で
き
た

だ
ろ
う
か
、
反
省
の
至
り
で
あ
る
。

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
だ
け
や

れ
た
と
い
う
満
足
感
、
み
ん
な
が
認
め

て
く
れ
た
と
い
う
喜
び
、
や
れ
ば
で
き

る
と
い
う
自
信
、
そ
し
て
意
欲
、
こ
れ

ら
の
こ
と
が
体
験
や
人
間
関
係
を
通
し

て
大
き
く
育
ま
れ
た
と
確
認
で
き
た
と

き
目
的
と
す
る
事
業
の
充
実
が
は
か
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
成
十
年
度
、
岡
山

県
の
市
町
村
学
校
外
活

動
事
業
を
中
心
に
そ
の

環
境
を
整
え
目
標
で
あ

る
心
の
教
育
の
育
成
に

向
か
っ
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
く
。

　
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
ハ
ー
ト
ピ
ア

勝
北
の
あ
ち
こ
ち
に
子
ど
も
達
の
元
気

な
声
、
子
ど
も
連
れ
の
親
子
の
姿
、
学

生
の
は
し
ゃ
ぐ
声
な
ど
活
気
あ
ふ
れ
る

光
景
が
見
ら
れ
る
日
を
思
い
う
か
べ
な

が
ら
子
ど
も
達
が
大
き
く
羽
ば
た
く
こ

と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
子
ど
も
主
役

の
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、
自
分
で
考

え
体
験
し
、
子
ど
も
達
の
心
の
中
に
何

か
が
残
り
、
そ
こ
か
ら
何
か
が
生
ま
れ

る
。

　
子
ど
も
達
に
夢
を
託
し
て
！

（
勝
北
町
公
民
館
長
）

「
夢
、
公
民
館
は

　
　
子
ど
も
が
主
役
！
」

今
　
石
　
一
　
恵

友
の
会
だ
よ
り

　
去
る
六
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

友
の
会
理
事
会
で
、
平
成
十
年
度
の
事

業
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
多

数
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
美
術
鑑
賞
旅
行
（
十
年
九
月
下
旬
）

　
・
鳥
取
・
島
根
方
面

▽
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
（
十
年
十
月
中
旬
）

　
・
香
川
県
（
五
色
台
）
方
面

▽
文
化
財
め
ぐ
り
（
十
年
十
一
月
中
旬
）

　
・
牛
窓
・
前
島
方
面

▽
友
の
会
作
品
展
（
十
一
年
二
月
下
旬
）

　
・
会
員
の
作
品
を
公
開
展
示

▽
展
覧
会
招
待

　
・
日
本
伝
統
工
芸
展

　
・
院
展

▽
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業
招
待

　
・
現
代
作
家
の
眼

　
《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡
山
・
彫
刻
選

抜
》
展
　
（
十
年
九
月
下
旬
〜
）

　
《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡
山
・
洋
画
選

抜
》
展
（
十
年
十
一
月
中
旬
〜
）

▽
文
化
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

（
催
物
・
行
事
の
案
内
）

▽
文
化
セ
ン
タ
ー
各
種
展
覧
会
の
割
引

優
待

▽
文
化
セ
ン
タ
ー
土
曜
劇
場
無
料
招
待
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お
悔
や
み

　
去
る
六
月
二
十
一
日
に
、
元
文
化
セ

ン
タ
ー
館
長
の
大
原
利
貞
先
生
が
、
享

年
八
十
二
才
で
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
原
先
生
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

か
ら
一
年
間
、
当
館
の
運
営
に
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
芳
泉

高
校
の
校
長
、
岡
山
県
教
育
委
員
長
を

歴
任
さ
れ
、
岡
山
県
の
教
育
行
政
で
幅

広
く
御
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
九
年
六
月
か
ら
、
当
文

化
セ
ン
タ
ー
友
の
会
の
会
長
と
し
て
、

友
の
会
の
発
展
に
御
尽
力
い
た
だ
く
な

ど
、
そ
の
業
績
は
数
え
上
げ
た
ら
切
り

が
な
い
ほ
ど
で
し
た
だ
け
に
、
惜
別
の

情
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
御
冥
福
を

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

期　　　日 


７／28～８／２


８／４～８／９


８／11～８／16


８／18～８／23

催　　　　　　　物

岡 山 美 術 研 究 会 第 80 回 展

第７回　墨　成　会　書　道　展

32’　　　　　　　　　　　　展

第40回　東 中 国 自 由 美 術 展 


（巡回展）

第８回　画　 布   （Canvas）   展

集 樹 展 

第29回　玉　　龍　　会　　展

さわらび会第５回墨彩画展 

第11回　国際架橋書展（国展）


入　場　料

無　　　料
無　　　料
無　　　料

無　　　料

無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料

主　　　催　　　者
岡 山 美 術 研 究 会 

墨 成 会 

3 2 ’ 展 　 実 行 委 員 会 


自 由 美 術 岡 山 支 部 


画 布 （ C a n v a s ） の 会 

集 樹
玉 龍 会 

さ わ ら び 会 

国際架橋書会（書団國展） 


展 示 室
第１展示室
第２展示室
第２展示室

第１展示室

第２展示室
第２展示室
第１展示室
第２展示室
第１展示室

日(曜)

８／１g

８／２a

８／７f

８／８g

８／９a

８／９a

８／16a

８／19d


８／22G

８／23A


８／27e

８／29g

８／30a

催　　　　　　　物

音 楽 発 表 会 （ バ イ オ リ ン ）
伊 豆 丸 音 楽 教 室 発 表 会
第20回　「少年の主張」岡山県大会
ピ ア ノ 発 表 会
ピ ア ノ 発 表 会
フ レ ッ シ ュ コ ン サ ー ト
ピ ア ノ 発 表 会
第11回　岡山県高等学校

吟詠剣詩舞発表大会
第293回　文化センター土曜劇場�

〈劇団クレッシェンドシアター公演�

　　：「郵 便 配 達 夫 の 恋」〉�

ピ ア ノ 発 表 会
ピ ア ノ 発 表 会
歌 謡 音 楽 会

時　　間

13：00～16：00

12：00～16：00

13：00～16：30

13：00～16：30

９：30～11：30

15：00～17：00

10：00～12：00


10：00～16：00


18：30～20：30

13：00～15：00


９：30～11：30

９：30～17：00

13：00～16：00

入　場　料

無　　料

無　　料

無　　料

無　　料

無　　料

1,000円

無　　料


無　　料


前    800円�

当 1,000円�

会員無料�

無　　料

無　　料

無　　料


主　　催　　者

兼 信 バ イ オ リ ン 教 室
伊 豆 丸 音 楽 教 室
6 岡山県青少年育成県民会議
野 ば ら の 会
山 田 利 子 ピ ア ノ 教 室
岡 山 演 奏 家 協 会
前 田 音 楽 教 室
岡山県高等学校芸術連盟

吟 詠 剣 詩 舞 部 会

岡 山 県 総 合 文 化 セ ン タ ー �

さ く ら 会
石 井 ピ ア ノ 会
ダ イ ナ マ イ ト 大 衆 音 楽 会

　平成10年�
８ 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員

▼ホール（固定席282席）

※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です

▼ギャラリー�

◇催物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。

　
六
月
三
十
日
、
特
許
庁

の
『
知
的
所
有
権
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
伴
う
地
方

閲
覧
所
の
整
理
・
統
合
を

図
る
指
針
』
に
基
づ
き
、

産
業
技
術
資
料
室
を
閉
室

し
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
七
年
六
月
に

じ

開
室
し
、
爾
来
三
十
六
年

間
、
特
許
行
政
及
び
工
業

所
有
権
情
報
の
啓
蒙
・
普

及
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
、
こ
の
業
務
は
、
特
許
庁

が
指
定
し
た
岡
山
県
知
的
所
有
権
セ
ン

タ
ー
（
社
：
発
明
協
会
岡
山
県
支
部
）

に
お
い
て
一
手
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
室
を
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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